
第２章 服装・頭髪について 

 以下の項目を遵守し、りっぱな社会人を目指す東鷹生として、清潔感ある身だしなみを

心がけましょう。 

ブレザー ・ブレザーは原則常に着用すること。 

ズボン ・ウエストの位置でベルトを着用すること。 

スカート ・裾が膝よりも下になるように着用すること。 

シャツ・

ブラウス 

・第１ボタンまで留めること。  

・袖口のボタンは留めること。 

タイツ ・色は黒または濃茶とする。 

・無地で肌が透けないこと。 

・体育の授業では、着用不可。 

ベルト ・色は、黒、紺、茶の単色とする。  

・付属品は不可。 

・バックルは、必要以上に大きく華美なものは不可。 

アンダー

シャツ 

・ワンポイントのマークは着用可。ただし、小さいものとする。 

・襟元、袖口から出さないようにする。 

△男子 

・色は無地の白、ベージュとする。 

△女子 

・色は無地の白、ベージュ、グレー、紺、黒とする。 

ネクタ

イ・リボ

ン 

・第１ボタンが見えないように締めること。 

サマーカ

ーディガ

ン 

・本校指定のサマーカーディガンのみ着用可。 

・ボタンはすべて留めること。 

セーター ・本校指定のセーターのみ着用可。 

マフラ

ー・ 

ネックウ

ォーマー 

・色は白・黒・ダークグレー・濃紺・濃茶で単色とする。 

・フリンジが派手なもの、長いもの、ラメ及びレースがついたもの不可。 

・登下校時のみ着用可。  

・マフラー等を肩にかける、腰に巻くなどの使用は禁止とする。 

コート 以下のものを防寒着として認める。 

・ダッフルコート、Ｐコート、ウインドブレーカー、部活動で購入したウェア。 

・色は黒・紺・グレー・茶の単色とする。 

・ブレザーが出ない、長さは膝上、スカートが隠れないことを目安とする。 

・ファー、装飾品の禁止。 

ひざ掛け 

 

・色は白・黒・ダークグレー・濃紺・濃茶で単色とする。 

・マフラーをひざ掛けとして用いても良い。 



・教室内でのみ使用を許可する。 

手袋 ・華美でないものを着用すること。 

・登下校時のみ着用可。 

通学カバ

ン・ 

サブバッ

グ 

・通学カバンは本校指定のカバンを使用すること。なお荷物が多い場合は、本

校指定のサブバッグを使用すること。 

・部活動指定のバッグ等はサブバッグの代用として許可する。 

・落書き、シールなどは禁止。 

・通学カバン、サブバッグのキーホルダーは一つまで（定期入れを含む）。大き

さは拳一つ分。 

靴 ・スニーカーは華美でないもの。靴底は厚くならないこと。 

・革靴の色は黒・茶色とする。 

靴下 ・指定の靴下を着用すること。（冬：茶色 夏：白色） 

眉毛 ・元々の自然な太さ・長さを保つこと。（薄く又は細くしないこと） 

頭髪 

 

◎端正で清潔感ある髪型であること。 

・常に表情が見えるように前髪・横髪は棒状のピンで留めるなどして整えること。 

・染髪・パーマは禁止。（ドライヤー等、何らかの事情で変色した場合でも元の色

に戻すこと） 

・整髪料の使用は禁止。 

・アイロン・コテを使って髪の形状を変えることの禁止。 

・奇抜な髪型・エクステンション等の使用は禁止。 

・華美な付属品や大量のピンをつけたりしないこと。 

△男子 

・横髪・後髪が耳及び襟にかからないようにすること。 

△女子 

・襟が隠れる長さのときはゴムで結ぶこと。 

※ゴムの色は髪の色に近いものとする。 

※結ぶ位置は耳の位置を目安とし、１～２ヶ所で結ぶこと。 

（三つ編みは不可とする） 

化粧 ・化粧は禁止とする。また、まつ毛パーマ、まつ毛エクステンション等も禁止

とする。 

その他 

 

・ピアス、カラーコンタクトなど学校生活に関係ないものは、着用しない、持

ち込まないこと。 

・ひげは不可。 

※制服の移行期間は設定しない。 

※違反等で指導を受けた場合は、持ち物検査を実施する場合がある。 


